
森
の
民
と
し
て
の
日
本
人
の
空
間
認
知

ー

ー

i
縄
文
人
の
空
間
認
知
を
め
ぐ
っ
て
l

|

安

喜

憲、

田

森
の
文
化
の
原
点

森の民としての日本人の空間認知

図
1
(
1
)
に
は
日
本
列
島
に
お
け
る
最
終
氷
期
極
寒
期
以
降
の
ブ
ナ
属
花
粉
の
出
現
率
の
変
遷
と
古
地
理
を
示
し
た
。
最
終
氷
期
極
寒

期
に
あ
た
る
二
・
一
、
J
、
了
八
万
年
前
の
古
地
理
図
で
は
、
ブ
ナ
属
の
出
現
率
は
低
い
。
こ
れ
は
大
陸
性
の
寒
冷
・
乾
燥
し
た
気
候
の
下

で
、
海
洋
性
気
候
に
適
応
し
た
ブ
ナ
林
が
、
発
展
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
。
フ
ナ
属
花
粉
が
増
加
を
開
始
す
る
の
は
、
晩

氷
期
の
一
二
ニ

l
一
・
二
万
年
前
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
図
ー
に
は
一
二
万
年
前
の
古
地
理
図
を
示
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
ブ
ナ
属
の

拡
大
の
中
心
地
が
、
日
本
海
側
の
北
緯
三
九
度
以
南
の
多
雪
地
帯
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ナ
は
冬
期
の
乾
燥
に
弱
く
、
積
雪
に
よ
っ
て

冬
期
の
凍
結
か
ら
根
が
保
護
さ
れ
、
春
先
の
低
温
か
ら
若
芽
が
保
護
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
近
畿
や
北
陸
地
方
の
ブ
ナ
林
の
垂
直
分
布
の

下
限
は
、
冬
の
降
水
量
(
積
雪
〉
と
寒
さ
の
指
数
の
積
の
絶
対
値
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
す
〉
O

今
西
錦
司
の
指
摘
す
る
よ
う

に〈
3
〉
、
ブ
ナ
は
裏
日
本
型
の
多
雪
の
環
境
に
適
応
し
た
植
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

一・一一

7
:
・
二
万
年
前
に
入
っ
て
か
ら
の
ブ

15 

ナ
属
の
増
加
(
ブ
ナ
属
花
粉
の
大
半
は
ブ
ナ
と
み
ら
れ
る
)
は
、
積
雪
量
の
増
加
を
示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
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の
一
・
三

t
一
・
二
万
年
前
に
は
じ
ま
る
積
雪
量
の
増
加
は
、
気
候
の
温
和
化
に
と
も
な
い
極
地
の
氷
河
が
融
解
し
、
海
面
が
上
昇
し
、

日

本
海
に
対
馬
暖
流
が
流
入
を
再
開
し
た
こ
と
で
説
明
で
き
る
。
事
実
、

日
本
海
海
底
コ
ア
の
有
孔
虫
・
酸
素
同
位
体
比
の
分
析
は
、
こ

の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
対
馬
暖
流
の
日
本
海
へ
の
流
入
の
再
聞
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

2uo
日
本
海
側
に
積
雪
量
が
増
加
す
る
過
程

は
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
分
離
し
、
孤
立
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
日
本
列
島
独
自
の
海
洋
的
風
土
の
形
成

は
、
こ
の
多
雪
化
と
と
も
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

了
三

1
7
二
万
年
前
を
境
と
し
て
、
ブ
ナ
や
ナ
ラ
類
の
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
生
育
に
適
し
た
海
洋
的

風
土
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
時
、
今
の
と
こ
ろ
世
界
最
古
と
い
わ
れ
る
土
器
が
北
九
州
で
誕
生
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
長
崎
県
福
井
洞

穴
遺
跡
の
隆
線
文
土
器
ハ
5
〉
や
岡
県
泉
福
寺
洞
穴
遺
跡
の
豆
粒
文
土
器
ハ
6
)
の
時
代
は
、

一
・
二
一
、
{
一
二
万
年
前
で
あ
る
。

世
界
最
古
の
土

森の民としての日本人の空間認知

器
は
、
日
本
海
に
対
馬
暖
流
が
流
入
を
開
始
し
、
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
多
雪
と
い
う
独
自
の
海
洋
的
風
土
が
形
成
さ
れ

は
じ
め
た
時
に
誕
生
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
最
古
の
土
器
は
、
積
雪
量
の
増
加
に
よ
っ
て
、
最
適
な
生
育
条
件
を
確
保
で
き
た
ブ

ナ
や
ナ
ラ
類
の
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
中
で
誕
生
し
て
い
る
。
そ
れ
は
農
耕
の
開
始
で
は
な
く
、

ド
ン
グ
リ
な
ど
の
森
の
生
産
物
へ

の
依
存
度
が
高
く
な
っ
た
時
、
誕
生
し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
最
古
の
土
器
文
化
は
、
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
文
化
と
し
て
出

発
し
た
と
い
え
よ
う
。
福
井
県
鳥
浜
貝
塚
で
は
、

一
万
一
五

O
O年
前
か
ら
、
多
縄
文
系
の
土
器
を
持
つ
人
々
が
、
ブ
ナ
林
の
な
か
で
生

活
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
ハ
ヱ
。
そ
し
て
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
文
化
と
し
て
出
発
し
た
最
古
の
土
器
文
化
の
伝

統
は
、
そ
の
後
の
縄
文
時
代
早
期
以
降
の
文
化
に
も
受
継
が
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

日
本
独
自
の
海
洋
的
風

土
が
形
成
さ
れ
始
め
る
と
と
も
に
誕
生
し
た
最
古
の
土
器
文
化
を
、
現
在
に
ま
で
つ
な
が
る
日
本
文
明
の
原
点
と
み
た
い
。

17 

日
本
列
島
に
大
陸
型
風
土
が
支
配
的
で
あ
っ
た
後
期
旧
石
器
時
代
の
文
化
は
、
今
日
の
揮
洋
的
風
土
の
下
に
発
展
し
た
日
本
文
明
に
は
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直
接
つ
な
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
に
ま
で
つ
な
が
る
海
洋
的
な
日
本
文
明
発
展
の
舞
台
の
成
立
は
、

一-一二

i
一
・
二
万
年
前
の
晩
氷

期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
た
に
出
現
し
た
海
洋
的
風
土
に
適
応
し
た
特
徴
的
な
自
然
と
人
聞
の
か
か
わ
り
あ
い
の
シ
ス

テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
時
、

い
い
か
え
れ
ば
海
洋
的
な
自
然
の
生
態
系
を
自
ら
の
生
活
系
に
た
く
み
に
取
り
入
れ
た
普
遍
的
な
生
活
様
式
が

確
立
し
た
時
こ
そ
が
、
今
日
の
日
本
文
明
へ
の
胎
動
の
第
一
歩
で
あ
る
。
新
た
に
出
現
し
た
海
洋
的
な
自
然
と
人
聞
の
か
か
わ
り
の
シ
ス

テ
ム
を
最
も
明
瞭
に
具
現
し
て
い
る
の
が
、

ブ
ナ
や
ナ
ラ
類
の
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
森
林

と
の
か
か
わ
り
が
普
遍
的
な
生
活
様
式
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
の
あ
か
し
が
、
最
古
の
土
器
の
誕
生
と
み
た
い
の
で
あ
る
。

日
本
列
島
に
大
陸
と
は
異
な
っ
た
固
有
の
海
洋
的
風
土
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
海
洋
的
風
土
に
適
応
し
た
ブ
ナ
・
ナ
ラ
類
の
温
帯
の
落
葉

広
葉
樹
の
森
の
生
態
系
に
適
応
し
て
い
く
な
か
で
誕
生
し
た
最
古
の
土
器
文
化
は
、
そ
の
後
の
一
万
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る
縄
文
文
化

へ
の
出
発
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
如
く
、
縄
文
時
代
に
つ
ち
か
わ
れ
た
自
然
|
人
間
系
の
下
で
熟
成
さ
れ
た
日

本
人
の
自
然
観
・
世
界
観
や
空
間
認
知
の
伝
統
は
、
そ
の
後
の
弥
生
時
代
・
歴
史
時
代
に
も
受
継
が
れ
、

日
本
文
明
進
展
の
根
幹
を
形
成

し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
現
代
に
ま
で
つ
な
が
る
日
本
人
の
伝
統
的
な
自
然
観
・
世
界
観
の
原
点
は
、
海
洋
的
風
土
に
適
応
し

た
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
文
化
と
し
て
出
発
し
た
最
古
の
土
器
文
化
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。

人
類
史
に
お
け
る
土
器
誕
生
の
系
譜
に
は
、
西
ア
ジ
ア
の
よ
う
に
農
耕
の
発
展
と
深
い
か
か
わ
り
を
待
つ
系
譜
と
、

日
本
列
島
の
よ
う

に
温
帯
の
広
葉
樹
の
森
へ
の
適
応
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
二
系
統
を
認
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
日
本
文
明
の
基
層
を
形
成
す
る
自
然
観

-
空
間
認
知
の
原
点
は
、
こ
の
温
帯
の
落
葉
広
葉
樹
の
森
の
文
化
と
し
て
出
発
し
た
最
古
の
土
器
文
化
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
農
耕
の
誕
生
と
と
も
に
出
発
し
た
西
ア
ジ
ア
と
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
地
中
海
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
文
明
の
基
層

を
形
成
す
る
自
然
観
や
世
界
観
が
著
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
日
本
文
明
と
の
間
に
あ
る
自
然



観
・
世
界
観
ひ
い
て
は
空
間
認
知
の
相
違
を
生
み
だ
す
出
発
点
は
、
こ
の
最
古
の
土
器
文
化
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
現
時
点
で
は
こ
の
時
代
の
人
々
の
自
然
観
や
空
間
認
知
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
は
少
な
い
。

季
節
を
核
と
す
る
循
環
シ
ス
テ
ム

温
帯
の
広
葉
樹
の
森
の
文
化
と
し
て
出
発
し
た
縄
文
人
の
空
間
認
知
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
縄
文
時
代
前
期
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
か
ら
、
私
た
ち
は
福
井
県
三
方
町
烏
浜
貝
塚
の
調
査
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
縄
文
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
縄
文
時
代
前
期
を
中
心
と
す
る
遺
物
包
含
層
か
ら
の
出
土
口
聞
は
、
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
(
7
u
o

丸
木
舟
・
漆
塗

櫛
・
縄
・
糸
・
木
製
品
・
一
編
物
・
骨
角
器
・
石
皿
・
石
斧
・
石
錘
・
石
鉱
等
、
縄
文
人
の
日
常
生
活
を
物
語
る
遺
物
は
、
枚
挙
に
い
と
ま

森の民としての日本人の空間認知

な
い
。
さ
ら
に
食
料
事
情
を
物
語
る
遺
物
と
し
て
、
農
耕
の
片
鱗
を
一
京
す
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
エ
ゴ
マ
・
緑
豆
‘
ゴ
ボ
ウ
の
発
見
守
〉
が
あ
る
。

ま
た
、

カ
ワ
ニ
ナ
・
ト
ン
ガ
リ
サ
サ
ノ
ハ
・
イ
シ
ガ
イ
・
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
・
カ
ラ
ス
ガ
イ
・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
・
タ
ニ
シ
等
の
淡
水
産
の
貝

類
、
サ
ザ
エ
・
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ
ラ
・
レ
イ
シ
・
マ
ガ
キ
・
ハ
マ
グ
リ
等
の
蹴
水
産
の
貝
類
、
ブ
リ
・
ク
ロ
ダ
イ
・
フ
グ
の
一
種
・
カ
ツ

オ
・
マ
グ
ロ
・
サ
メ
の
一
種
・
キ
ギ
等
の
魚
類
、
さ
ら
に
シ
ャ
チ
・
イ
ル
カ
・
ア
シ
カ
の
骨
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
イ
ノ
シ
シ
・
ニ

ホ
ン
ジ
カ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ネ
ズ
ミ
の
一
種
・
イ
ヌ
・
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
テ
ン
・
カ
ワ
ウ
ソ
・
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

-
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
等
の
骨
も
み
つ
か
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
・
カ
モ
シ
カ
の
骨
が
全
体
の
九

O
M以
上
を
占
め
る
。
そ

し
て
ク
ル
ミ
・
ク
リ
・
ナ
ラ
類
・
ア
カ
ガ
シ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
カ
ヤ
・
ム
ク
ノ
キ
・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
マ
タ
タ
ビ
等
の
食
用
に
で
き

る
木
の
実
・
果
実
が
多
量
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。

ユ
リ
科
の
球
根
も
あ
る
(
7
u
o

19 

こ
う
し
た
膨
大
な
出
土
品
は
い
ま
だ
整
理
・
分
析
中
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
を
分
析
し
た
西
田
正
規
は
、
縄
文
人
の
季
節
カ
レ
ン
ダ
ー



20 

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
宮
古
そ
れ
に
よ
る
と
、
縄
文
人
は
春
に
は
山
菜
や
魚
貝
類
を
、
夏
に
は
魚
と
貝
を
、
秋
に
は
木
の
実
を
、
そ
し

て
冬
に
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
狩
猟
を
行
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
夏
に
み
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
縄
文
人
の

狩
猟
活
動
は
主
と
し
て
冬
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
六

O
O
O年
前
の
縄
文
人
が
、

日
本
の
海
洋
的
風
土
を
代
表
す
る
明
瞭
な
四
季
の
リ
ズ
ム
に
あ
っ
た
生
活
の
パ
タ
ー
ン

を
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
六
五

O
O年
前
は
鳥
浜
貝
塚
周
辺
に
も
、
現
在
と
類
似
し
た
照
葉
樹
林
の
風
土
が
確
立
し
た
時
代
に
相

当
し
て
お
り
、
当
時
の
年
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
や
や
高
く
、

か
つ
積
雪
量
も
現
在
よ
り
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
季
節
の
リ
ズ
ム

は
現
在
と
大
き
な
違
い
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
縄
文
人
は
こ
う
し
た
四
季
の
明
瞭
な
風
土
に
適
応
し
た
生
活
様
式
を
確
立
し
た
。
こ
う
し

た
縄
文
人
の
季
節
に
対
応
し
た
生
活
様
式
は
、

ほ
ん
の
最
近
ま
で
日
本
の
山
村
で
日
常
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
縄
文
人

が
食
料
採
集
の
た
め
に
最
適
の
地
と
し
て
選
ん
だ
鳥
浜
貝
塚
の
立
地
条
件
は
、
現
代
の
我
々
の
白
か
ら
み
て
も
十
分
に
納
得
の
い
く
も
の

で
あ
る
。

氷
河
時
代
に
は
大
陸
性
気
候
の
下
で
、
現
在
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
季
節
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、
海
洋
的
風
土
の

形
成
と
と
も
に
誕
生
し
た
縄
文
文
化
は
、
温
帯
の
広
葉
樹
の
森
の
生
態
系
に
適
応
を
ふ
か
め
る
な
か
で
、
明
瞭
な
四
季
の
リ
ズ
ム
に
順
化

し
た
生
活
様
式
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

烏
浜
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
大
型
獣
の
骨
は
、
大
半
が
成
獣
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
幼
獣
は
殺
す
こ
と
な
く
翌
年
あ
る
い
は
翌
々
年

の
冬
ま
で
待
つ
と
い
う
思
想
が
存
在
し
た
こ
と
、
人
間
・
動
物
を
含
め
た
生
態
系
は
循
環
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
破
壊
し
て
は
自
分

た
ち
も
生
き
ら
れ
な
い
と
い
う
自
然
観
の
原
形
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
前
期
に
は
、
季
節
を
核
と
す
る
自
然
l
人
間
循

環
系
の
生
活
様
式
が
確
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



こ
う
し
た
季
節
の
変
化
を
核
と
す
る
循
環
系
の
生
活
様
式
は
、
次
の
弥
生
時
代
に
も
受
継
れ
て
い
る
。
水
田
稲
作
農
業
は
、
縄
文
時
代

以
来
の
季
節
を
核
と
す
る
自
然

i
人
間
循
環
系
の
生
活
様
式
に
付
加
さ
れ
る
形
で
、

日
本
人
の
生
活
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
。

里
山
の
森
を
核
と
す
る
地
域
シ
ス
テ
ム

縄
文
時
代
に
確
立
さ
れ
た
季
節
を
核
と
す
る
自
然
l
人
間
循
環
系
の
生
活
様
式
は
、
稲
作
伝
播
以
降
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
な
く
受
継

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
里
山
の
森
を
核
と
す
る
地
域
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
農
耕
社
会
の
成
立
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
を
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
つ

い
て
み
る
。

中
園
地
方
は
年
降
水
量
一
四

0
0
1
一
五

0
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
境
と
し
て
、
湿
潤
な
中
国
山
地
・
山
陰
と
乾
燥
な
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

森の民としての日本人の空間認知

二
つ
の
特
徴
的
な
生
態
地
域
が
存
在
す
る
。
こ
の
二
つ
の
生
態
地
域
は
水
田
農
業
が
伝
播
し
た
弥
生
時
代
以
降
、
著
し
く
そ
の
特
色
を
き

わ
だ
た
せ
て
く
る
。

図
2
(
砂
に
示
す
よ
う
に
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、

海
沿
岸
に
は
、
里
山
の
森
を
核
と
す
る
以
下
の
よ
う
な
地
域
シ
ス
テ
ム
が
農
耕
社
会
に
入
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
瀬
戸
内
海
沿

ハ
ゲ
山
・
ア
カ
マ
ツ
林
・
タ
メ
池
・
塩
田
が
集
中
的
に
分
布
し
て
い
る
。
瀬
戸
内

岸
の
花
崩
岩
地
帯
で
は
、
水
田
農
業
伝
播
以
降
、
原
植
生
と
し
て
の
照
葉
樹
林
が
破
壊
さ
れ
た
。
そ
の
一
例
を
図
3
の
広
島
県
東
広
島
市

松
子
山
大
池
の
花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
で
み
た
い
。
タ
メ
池
が
造
成
さ
れ
た
初
期
に
は
、

ア
カ
ガ
シ
亜
属
・
シ
イ
ノ
キ
属
な
ど
の
照
葉
樹
の

カ
シ
・
シ
イ
類
の
照
葉
樹
が
広
く
残
存
し
て
い
た
。
周
辺
か
ら
の
土
砂
の
流
入
量
も
少
な
く
、
タ
メ
池
の

周
辺
に
は
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
・
イ
ネ
科
の
湿
原
が
発
達
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
上
位
、
近
世
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
堆
積
物
で
は
、
二

花
粉
が
高
い
出
現
率
を
一
五
し
、

21 

葉
マ
ツ
亜
属
の
花
粉
が
増
加
し
、

ア
カ
ガ
シ
亜
属
・
シ
イ
λ

キ
属
な
ど
の
照
葉
樹
の
花
粉
が
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
照
葉
樹
林
が
破
壊
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近世~明治の特徴的な生業関連の分布図

E千葉1973，石田1961，内藤1976，鈴木1978，武井1972，谷口他1978，

渡辺1960等によるコ

図 2

さ
れ
、
二
次
林
と
し
て

の
ア
カ
マ
ツ
林
が
拡
大

し
て
き
た
こ
と
を
示

す
。
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ

の
雑
木
林
を
含
む
コ
ナ

ラ
亜
属
は
一
次
的
に
減

少
す
る
が
、
再
び
出
現

率
を
増
加
し
、
二
次
林

と
し
て
の
コ
ナ
ラ
・
ク

ヌ
ギ
林
が
拡
大
し
た
。

そ
し
て
こ
の
時
代
に
入

る
と
、
堆
積
物
が
泥
炭

か
ら
シ
ル
ト
質
砂
膿
層

に
変
化
す
る
。
そ
れ
は

森
林
の
破
壊
に
よ
り
、

土
壌
浸
蝕
の
増
加
で
、

土
砂
醸
が
湿
原
内
に
流
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図 3 広島県東広島市松子山大池花粉ダイアグラム
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れ
込
み
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
地
表
下
二
一

O
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
層
準
を
境
と
し
て
、
二
葉
マ
ツ
亜
属
が
八

O
Z以
上

の
高
率
を
示
し
、

コ
ナ
ラ
亜
属
を
は
じ
め
広
葉
樹
の
花
粉
の
出
現
率

は
著
し
く
低
下
も
し
く
は
消
滅
す
る
。
こ
れ
は
ア
カ
マ
ツ
林
の
繁
茂

を
示
す
と
い
う
よ
り
、
林
地
の
荒
廃
を
物
語
る
。
そ
し
て
こ
の
時
代

に
入
る
と
堆
積
物
が
シ
ル
ト
分
の
少
な
い
よ
り
粗
粒
の
砂
牒
層
に
変

化
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
生
植
物
の
フ
サ
モ
属
が
急
増
し
て
く

る
。
こ
の
こ
と
は
、
林
地
の
著
し
い
荒
廃
に
よ
り
森
林
の
保
水
力
が

弱
ま
っ
た
た
め
に
、

タ
メ
池
の
築
堤
を
か
さ
上
げ
し
て
、
降
水
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
(
新
田
な
ど
の
造
成
で
よ
り
多
く
の

用
水
を
必
要
と
し
た
こ
と
も
あ
る
〉
、

タ
メ
池
の
水
位
が
上
昇
し
た

こ
と
を
物
語
る
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
農
耕
社
会
に
入
っ
て
か
ら
の
照

葉
樹
林
か
ら
ア
カ
マ
ツ
林
へ
の
変
化
は
、
地
域
差
・
時
間
差
は
あ
る

も
の
の
、

お
お
む
ね
類
似
し
た
変
遷
を
と
げ
て
い
る
。

森
林
が
破
壊
さ
れ
る
と
土
壌
浸
蝕
に
よ
っ
て
下
流
域
に
は
扇
状
地

性
の
三
角
州
が
形
成
さ
れ
る
。
内
海
の
た
め
潮
流
が
弱
い
こ
と
は
、

扇
状
地
性
三
角
州
の
発
達
に
幸
い
で
あ
っ
た
。
日
昭
一
時
間
が
長
く
、
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図 4 中国山地と瀬戸内海沿岸における再生と循環のシステム
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夏
期
の
最
高
気
温
が
三

O
度
以
上
に
達
す
る
日
が
多
く
、
水
田
に
適
し
た
三
角
州
の
発
達
す
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
、
弥
生
時
代
遺
跡
や
条

旦
型
地
割
が
集
中
す
る
(
U
〉
の
は
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
世
か
ら
近
世
に
入
っ
て
こ
の
地
域
を
特
色
づ
け
る
入
浜
式
塩
田
に
と
っ
て
も
、

こ
う
し
た
自
然
的
要
因
は
幸
い
し
た
。
水
田
農
業
の
発
達
と
塩
田
の
盛
行
は
、
さ
ら
に
新
し
い
土
地
の
収
奪
を
生
む
。
そ
し
て
そ
の
林
地

の
収
奪
は
新
た
な
土
壌
浸
蝕
を
引
き
起
し
、
下
流
域
に
塩
田
に
適
し
た
干
潟
を
発
達
さ
せ
る
。
古
い
塩
田
は
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
る
。

ま
た
山
間
部
で
の
タ
タ
ラ
に
よ
る
か
ん
な
流
し
に
よ
る
山
地
斜
面
の
破
壊
も
、
下
流
域
に
干
潟
を
発
達
さ
せ
る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

西
村
嘉
助
詰
)
は
、
広
島
三
角
州
で
は
五

O
年
位
の
間
隔
で
新
田
の
造
成
期
が
あ
り
、

一
回
の
造
成
で
二

O
O町
歩
前
後
の
干
潟
が
干
拓

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
塩
田
や
新
田
の
造
成
は
、
人
口
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
新
し
い
集
落
を
発
生
さ
せ

る
。
広
島
県
の
近
世
以
降
に
成
立
し
た
集
落
は
、
大
半
が
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
白
)
O

森の民としての日本人の空間認知

新
田
に
は
綿
等
の
商
品
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
。
塩
と
こ
う
し
た
商
品
作
物
は
瀬
戸
内
海
の
海
運
の
発
展
の
中
で
、
市
場
と
流
通
が
保
証

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
、
交
易
の
中
心
と
な
る
港
町
や
商
業
都
市
が
成
立
・
発
展
し
て
い
く
。
人
口
の
増
加
、
都
市
的

生
活
者
の
増
加
は
、
ま
す
ま
す
林
地
の
収
奪
を
大
き
く
す
る
。
そ
し
て
そ
の
林
地
の
収
奪
は
再
び
下
流
域
に
新
た
な
干
潟
を
発
達
さ
せ
、

人
口
の
増
加
を
も
た
ら
す
場
を
提
供
す
る
。
そ
れ
を
図
示
す
る
と
図
4
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
型
の
シ
ス
テ
ム
を
取
る
地
域
に
お
い
て
は
、
人
聞
の
搾
取
が
自
然
(
こ
の
場
合
は
ア
カ
マ
ツ
林
〉
の
再
生
力
を
超
過
し
な
い
限

り
、
人
類
の
文
明
は
無
限
に
発
展
す
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
近
世
中
頃
以
降
、

ア
カ
マ
ツ
林
の
再
生
力
が
こ
の
地
域
の
人
口
増
加
率

を
可
容
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、
里
山
の
森
を
め
ぐ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
社
会
問
題
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
沿
岸
部
で
の
塩

田
や
都
市
の
発
達
は
、
塩
木
や
都
市
へ
の
薪
・
炭
の
供
給
源
と
し
て
、
山
林
の
商
品
化
を
お
し
す
す
め
た
。
近
世
中
頃
以
降
の
森
林
資
源

25 

の
需
要
の
増
加
と
枯
渇
の
な
か
で
、
藩
が
森
林
利
用
に
厳
重
な
統
制
を
加
え
る
よ
う
に
な
る
。
岡
山
市
中
で
は
す
で
に
近
世
の
は
じ
め
か
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ら
薪
不
足
が
み
ら
れ
た
立
)
O

広
島
の
浅
野
藩
は
、
近
世
初
期
に
林
制
を
確
立
し
、
御
建
山
・
御
留
山
・
野
山
(
草
山
)
・
腰
林
に
区
別
し

て
、
管
理
・
統
制
を
行
な
っ
て
い
る
自
立
山
林
の
利
用
に
は
い
く
つ
か
の
き
び
し
い
制
限
が
、
と
り
わ
け
近
世
中
頃
以
降
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
藩
の
統
制
下
に
あ
る
御
建
山
・
御
留
山
で
は
、
材
木
は
も
と
よ
り
、
狩
猟
・
草
刈
ま
で
厳
重
に
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
犯
せ
ば
、
直
ち
に
重
罪
に
間
わ
れ
、
厳
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

地
域
社
会
の
核
と
な
っ
て
き
た
里
山
の
森
林
資
源
が
枯
渇
し
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
藩
は
強
力
な
統
制
・
管
理
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
う
し
な
い
こ
と
に
は
、
そ
の
地
域
社
会
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

森
林
資
源
の
枯
渇
の
社
会
的
影
響
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
近
世
中
頃
以
降
に
多
発
し
て
く
る
「
山
論
」
が
あ
る
。

戸数戸-ーーー

戸数t牛の頭数
200 

200 

牛

o 
1て00. I '.1800 向。
干 170.7 l790 l842 1942 

図 5 岡山県児島郡味野村における近世の家畜
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「
山
論
」
は
主
と

し
て
村
の
共
有
林
野
で
あ
る
野
山
・
草
山
を
め
ぐ
っ
て
引
き
起
さ

れ
て
い
る
。
広
島
県
安
佐
郡
大
林
村
で
は
、
寛
文
一
一
一

t
一一一一年

(
一
六
七
二

t
七
三
)
、
天
明
六

l
寛
政
三
年
(
一
七
八
六
j
九

一
)
、
天
明
八
年
、
文
化
二

i
文
政
二
年
(
一
八
一
四

i
一
九
)

の
聞
に
「
山
論
」
が
起
っ
て
い
る

(50
そ
の
原
因
の
大
半
は
、

一
方
の
村
が
こ
れ
ま
で
の
慣
行
を
破
っ
て
、
他
村
の
野
山
・
草
山

に
入
り
、
採
草
や
薪
を
取
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
図
5
2
)
に

は
岡
山
県
児
島
郡
味
野
村
の
牛
の
飼
育
頭
数
と
人
口
の
変
遷
を
示

し
た
。
近
世
中
頃
以
降
、
人
口
の
増
加
に
反
比
例
し
て
、
牛
の
頭

数
は
急
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
森
林
資
源
が
枯
渇
し
、

「
山
論
」



が
多
発
す
る
な
か
で
、
野
山
に
草
を
は
や
し
て
牛
を
放
牧
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ヨ

l

ロ

ツ
パ
で
は
、
近
世
に
お
け
る
人
口
の
増
加
と
家
畜
頭
数
の
増
加
は
、
正
の
相
関
を
示
す
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
、
人
口
増
と
牛
の
飼
育
頭

数
は
負
の
相
闘
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

日
本
の
農
耕
社
会
が
家
畜
よ
り
も
森
林
資
源
に
よ
り
強
く
依
存
し
て
い
た
あ
か
し
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
耕
社
会
が
家
畜
に
依
存
し
、
森
林
と
は
敵
対
的
な
農
耕
社
会
を
作
り
上
げ
た
ハ
阜
の
と
は
大
き
く
具
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
は
農
耕
社
会
に
入
っ
て
か
ら
も
家
畜
よ
り
森
を
選
ん
だ
。
そ
の
背
景
に
は
縄
文
時
代
以
来
の
森
の
民
と
し
て
の
伝
統
が
深
く
か
か

っ
て
い
る
。
家
畜
は
森
を
破
壊
し
、
そ
の
再
生
を
不
可
能
に
す
る
。
近
世
中
頃
以
降
、
森
林
資
源
が
枯
渇
す
る
な
か
で
、
里
山
の
森
を
核

と
し
た
地
域
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
家
畜
は
む
し
ろ
障
害
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
農
耕
社
会
の
生
産
力
の
発
展
は
、

ア
カ
マ
ツ
林
の
再
生
力
に
強
く
依
存
し
て
い
た
。
ア
カ
マ
ツ
林
の
再
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生
力
が
人
口
の
増
加
率
を
は
る
か
に
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
聞
は
、
こ
の
地
域
社
会
の
未
来
は
パ
ラ
色
に
輝
い
て
い
た
。
し
か
し
、
近
世
中

頃
以
降
、
人
口
が
増
加
し
、
人
間
の
搾
取
が
自
然
の
再
生
力
を
う
わ
ま
わ
っ
た
時
、
こ
の
地
域
シ
ス
テ
ム
の
下
に
発
展
し
た
農
耕
社
会
に

も
か
げ
り
が
み
え
始
め
た
。
そ
れ
は
人
口
増
加
率
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
広
島
県
豊
田
郡
高
崎
村
・
福
田
村
の
近
世
の
人
口
増

加
率
を
み
る
と
、
正
徳
年
聞
か
ら
安
政
年
間
(
一
七
一
五

t
七
回
)
の
聞
の
増
加
率
は
著
し
い
が
、
天
明
年
間
(
一
七
八
六

l
〉
以
降
の

増
加
率
は
停
滞
し
て
い
る

a〉

O

ア
カ
マ
ツ
林
の
再
生
力
が
そ
の
地
域
の
人
口
の
増
加
を
可
容
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、
人
々
は
ア
カ
マ
ツ
林
の
保
護
と
再
生
を
は
か

り
な
が
ら
搾
取
を
つ
づ
け
て
い
く
循
環
シ
ス
テ
ム
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
森
林
の
再
生
力
に
強
く
依
存
し
た
日
本
の
農
耕
社
会

は
、
循
環
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
自
然

l
人
間
系
は
閉
鎖
系
で
あ
り
、
人
々
の
空
間
認
知
も
円
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環
的
・
循
環
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
私
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
ア
カ
マ
ツ
林
の
里
山
を
核
と
す
る
地
域
シ
ス
テ
ム
を
、
搾
取
の
楯
環
シ
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ス
テ
ム
と
呼
ん
だ
〈

9
0

四

山
村
の
崩
壊
が
意
味
す
る
も
の

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
対
し
、
湿
潤
な
中
国
山
地
の
里
山
を
代
表
す
る
森
は
、

ス
ギ
と
雑
木
林
で
あ
る
。
中
国
山
地
が
一
つ
の
生
態
地
域
と

し
て
き
わ
だ
っ
て
く
る
の
は
古
墳
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、

タ
タ
ラ
に
よ
る
砂
鉄
の
生
産
が
あ
げ
ら
れ
る
。

タ
タ
ラ
に
は
大
量
の
炭
が
燃
料
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
宝
暦
か
ら
天
明
期
に
お
い
て
、
二
つ
の
吹
子
の
あ
る
タ
タ
ラ
で
は
、

一
夜
に
一
一
一

0
0貫
の
炭
を
使
用
し
て
い
る

av
こ
の
炭
の
原
料
と
な
っ
た
の
は
、

ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
等
の
雑
木
林
で
あ
る
。
タ
タ
ラ
は
木
を
も
と

め
て
移
動
し
た
。
し
か
し
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
ア
カ
マ
ツ
林
の
収
奪
の
よ
う
に
、
こ
の
中
国
山
地
で
は
雑
木
林
の
収
奪
が
、
直
接
再
生
産

に
は
む
す
び
つ
か
な
か
っ
た
。
タ
タ
ラ
に
よ
る
地
形
改
変
量
は
大
き
く
(
号
、
内
陸
盆
地
に
は
、
流
込
田
と
呼
ば
れ
る
水
田
を
造
っ
た
が
、

そ
れ
が
下
流
域
に
影
響
を
与
え
新
田
を
造
成
し
た
規
模
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
小
さ
い
。
雑
木
林
の
一
方
的
な
収
奪
は
、
そ
の
地
域
社
会

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
は
、
自
然
か
ら
の
収
奪
が
そ
の
ま
ま
再
生
産
に
は
む
す
び
つ
か
な
い
。

た
だ
こ
う
し
た
コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑
木
林
は
萌
芽
力
が
大
き
く
、
年
降
水
量
の
多
い
こ
の
地
で
は
人
聞
が
自
然
を
再
生
す
る
配

慮
さ
え
行
な
え
ば
、
十
分
に
自
然
萌
芽
に
よ
っ
て
森
は
回
復
す
る
。
中
国
山
地
の
農
業
の
基
本
は
、
中
世
ま
で
は
主
と
し
て
焼
畑
の
雑
穀

栽
培
に
あ
っ
た
。
ま
た
木
地
師
に
よ
る
森
林
利
用
も
、
森
林
の
再
生
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
。
自
然
か
ら
の
搾
取
の
あ
と
に
は
、
白

然
を
必
ず
も
と
ど
お
り
に
再
生
す
る
こ
と
が
、
こ
の
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
鉄
則
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
図
6
a
)
に
は
岡
山

県
真
庭
郡
川
上
村
蛇
ガ
札
湿
原
の
花
粉
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
示
し
た
。
お
よ
そ
一
五

O
O年
前
よ
り
コ
ナ
ラ
亜
属
が
減
少
傾
向
を
示
し
、
二

葉
マ
ツ
亜
属
が
増
加
に
転
じ
、
森
林
の
破
壊
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
一
不
す
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
二
葉
マ
ツ
亜
属
の
増
加
率
は
瀬
戸
内
海
沿



岸
に
比
し
て
は
る
か
に
小
さ
く
、
二

O
M前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
コ
ナ
ラ
亜
属
や
ブ
ナ
属
は
近
年
ま
で
高
い
出
現
率
を
保
持

し
て
お
り
、
雑
木
林
が
継
続
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

中
国
山
地
で
は
自
然
か
ら
の
収
奪
に
当
初
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
自
然
の
再
生
を
は
か
り
な
が
ら
、
人
口
や
生
産
力
を
一
定

の
水
準
に
維
持
し
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
社
会
の
発
展
は
そ
の
地
域
の
自
然
の
可
容
力
に
強
く
規
制
さ
れ
て
い
た
。
私
は
こ
う
し

た
自
然
l
人
間
系
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
再
生
の
循
環
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
だ
(
号
。
中
国
山
地
に
展
開
す
る
自
然
l
人
間
系
は
、
基
本
的
に

一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
縄
文
時
代
以
来
の
自
然
!

は
縄
文
時
代
の
循
環
シ
ス
テ
ム
と
大
き
く
か
わ
ら
な
い
。
中
国
山
地
の
山
村
に
は
、

人
間
系
の
循
環
シ
ス
テ
ム
が
連
綿
と
受
継
れ
て
い
た
。
私
は
そ
こ
に
森
の
文
化
を
基
層
と
す
る
自
然
|
人
間
循
環
系
の
文
明
の
永
続
性
を

み
た

a〉
。
そ
し
て
永
続
性
の
高
い
文
化
を
支
え
る
森
の
民
の
空
間
認
知
も
ま
た
円
環
的
・
循
環
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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図 B 岡山県真庭郡川上村蛇ガ自L湿原(海

抜700m)の花粉ダイアグラム

t三好他19751

と
こ
ろ
が
そ
の
山
村
が
昭
和
三

0
年
代
後
半
以
降
、
急

速
に
崩
壊
を
は
じ
め
た
。
山
村
の
崩
壊
は
大
都
市
の
発
展

と
一
一
美
腹
の
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
は
西
欧
文
明
の
影
響
下

で
、
日
本
の
経
済
構
造
が
都
市
中
心
型
に
展
開
し
て
い
く

な
か
で
引
き
起
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
昭
和
三

O
年

代
の
前
半
ま
で
は
、

日
本
の
山
村
は
相
対
的
に
自
立
性
を

保
持
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
三

0
年
代
の
後
半
に
入
つ

て
、
山
村
は
急
速
に
崩
壊
し
て
い
く
。
そ
の
崩
壊
を
も
た

ら
し
た
の
は
、

日
本
の
過
重
な
ま
で
の
工
業
技
術
文
明
へ
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の
傾
斜
で
あ
っ
た
。
そ
の
工
業
技
術
文
明
と
は
、
自
然
l
人
間
搾
取
系
の
地
域
シ
ス
テ
ム
に
立
脚
し
て
い
る
。
都
市
化
の
波
の
な
か
で
山

村
が
崩
壊
し
て
い
る
姿
は
、
地
中
海
文
明
に
端
を
発
し
、
西
欧
で
開
花
し
た
自
然
l
人
間
搾
取
系
の
文
明
が
、
縄
文
時
代
以
来
の
自
然
|

人
間
循
環
系
の
文
明
地
帯
へ
侵
入
し
、
そ
れ
を
打
ち
崩
し
て
い
る
様
と
し
て
私
に
は
み
え
る
。

山
村
の
崩
壊
は
、
縄
文
時
代
以
来
一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
森
の
文
化
を
維
持
し
て
き
た
文
明
地
帯
の
崩
壊
で
あ
る
。
今
後
、

日
本
の

文
明
史
に
お
い
て
、
山
村
が
急
速
に
崩
壊
し
た
昭
和
二
一

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
時
代
と
な
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
時
代
は
縄
文
時
代
以
来
、

日
本
文
化
の
基
層
を
形
成
し
て
き
た
森
の
文
化
の
伝
統
が
、

は
げ
し
く
っ
き
崩
さ
れ
、
森
の

文
化
の
断
絶
が
始
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

山
村
の
崩
壊
は
ま
ず
都
市
へ
の
人
口
流
出
か
ら
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
過
疎
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
山
村
の
経

済
的
基
盤
を
弱
化
さ
せ
た
の
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
変
化
に
と
も
な
う
炭
の
価
格
の
下
落
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
山
地
の
島
根
県
邑

智
郡
大
和
村
で
は
、
村
の
八
五
・
八
%
が
山
林
で
あ
り
、

数
は
四
三

O
戸
、
出
炭
量
は
一
一
万
五
四
七
二
俵
に
達
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
七
年
に
は
製
炭
戸
数
が
七

1
八
戸
に
激
減
し
て

そ
の
山
林
の
九
二
万
が
薪
炭
用
の
雑
木
林
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
三
年
の
製
炭
戸

い
る
ハ
号
。
そ
の
背
景
に
は
石
油
。
ガ
ス
の
普
及
に
よ
る
炭
価
の
暴
落
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
、
大
和
村
の
人
口
も
急
減
し

て
い
く
。
再
生
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
地
域
の
核
と
な
っ
て
き
た
薪
炭
林
・
里
山
の
森
が
、
突
然
経
済
的
に
無
価
値
に
な
る
。
外
材
の

輸
入
は
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
し
て
里
山
の
森
を
核
と
す
る
循
環
系
の
地
域
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
た
。
山
村
を
な
ん
と
か
自
立
さ
せ

て
き
た
里
山
の
森
を
核
と
す
る
循
環
系
の
地
域
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
は
、
山
村
の
地
域
構
造
を
根
底
か
ら
ゆ
る
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し

て

一
万
年
以
上
に
わ
た
る
永
続
性
の
高
い
森
の
文
化
の
伝
統
が
急
速
に
消
滅
し
て
い
っ
た
。

地
理
学
者
の
す
ぐ
れ
た
山
村
変
貌
の
研
究
は
、
現
代
文
明
を
考
え
る
上
で
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ



森の民としての日本人の空間認知31 

代現農耕社会

ハU
A
H
U
 

--‘
.
g
q
d
v
 ，

 

n
，u
 

狩猟採集社会

前…年A
H
V
 

A
H
V
 

F
h
d
 

'B且
『

ρ
0

縄文時代以降の季節を核とする循環システムの変遷

縄文時代から弥生時代を通して永続的に存在した自然一人間循環系の

システムが，高度経済成長期を境として崩壊していく。

図 7

れ
ま
で
の
地
理
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
山
村
崩
壊
の
現
状
分
析
に
終
始

し
、
そ
の
文
明
史
的
位
置
づ
け
は
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

ぅ
。
昭
和
三

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
の
山
村
の
崩
壊
は
、

あ
ま
り
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
現
実
に
目
を
う
ば
わ
れ
、
背

後
に
あ
る
人
類
文
明
の
大
き
な
流
れ
に
は
目
が
と
ど
か
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
あ
れ
か
ら
二

O
年
後
の
今
日
、

い
ま
よ
う
や
く
に
し
て
、
山

村
崩
壊
の
日
本
文
明
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
、

わ
か
り
は
じ
め
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

日
本
の
山
村
の
崩
壊
は
、
縄
文
時
代
以
来
、

日
本
文
化
の
基
層
を
形
成

し
て
き
た
永
続
性
の
高
い
自
然
l
人
間
循
環
系
の
森
の
文
化
の
断
絶
が
始

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
森
を
核
と
し
た
循
環

系
の
地
域
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
森
の
文
化
が
、
地
中
海
文
明
の
延
長
線
上
に

発
展
し
た
自
然
|
人
間
搾
取
系
の
近
代
工
業
技
術
文
明
の
蔓
延
の
中
で
消

減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
山
村
の
衰
退
は
、
自
然
l
人
間
循
環
系
の
地
域

シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
の
み
で
な
く
、
伝
統
的
な
日
本
人
の
森

の
民
と
し
て
の
自
然
観
・
空
間
認
知
に
大
き
な
変
更
を
せ
ま
り
、
円
環
的

-
循
環
的
世
界
観
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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都
市
に
住
む
子
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
・
山
村
に
住
む
子
供
に
と
っ
て
も
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
も
は
や
レ
ジ
ャ
ー
を
通
し

て
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
二
一
世
紀
を
担
う
世
代
の
季
節
感
・
生
活
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
(
図

7
1
縄
文
時
代
以
来
の
季
節
を

核
と
す
る
自
然
!
人
間
循
環
系
の
生
活
様
式
は
、
弥
生
時
代
に
も
受
継
が
れ
、
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
山
村
の
生
活
の
な
か
に
ま
で
連

綿
と
つ
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
わ
ず
か
こ
こ
二

O
年
の
聞
に
、
こ
う
し
た
自
然
i
人
間
循
環
系
の
文
明
が
急
速
に
衰
え
、
森
の
民
と
し

て
の
伝
統
的
な
自
然
観
・
空
間
認
知
ま
で
が
今
、
急
速
に
姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
。
二

O
世
紀
後
半
の
我
々
は
、
永
続
性
の
高
い
自
然

ー
人
間
循
環
系
に
立
脚
し
た
文
明
の
崩
壊
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

森
の
民
の
空
間
認
知
の
文
明
史
に
お
け
る
再
検
討

一
西
洋
の
歴
史
哲
学
が
深
く
キ
リ
ス
ト
教
的
で
あ
る
詰
〉
よ
う
に
、
西
洋
人
の
自
然
観
(
空
間
認
知
も
含
む
)
も
深
く
キ
リ
ス
ト
教
的

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
人
の
自
然
観
は
、
深
く
仏
教
的
世
界
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
西
洋
と
東
洋
の
自
然
観
の
相
違

を
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
二
大
宗
教
と
の
関
連
で
論
じ
た
の
は
鈴
木
秀
夫
自
)
で
あ
る
。
鈴
木
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
同
じ
静
寂
と

い
っ
て
も
、
森
林
に
充
ち
満
ち
た
生
気
に
取
り
囲
ま
れ
、
そ
の
一
部
と
し
て
息
づ
く
イ
ン
ド
の
膜
想
者
と
、
人
里
を
離
れ
れ
ば
、
砂
塵
の

中
で
、
わ
が
身
は
か
き
消
さ
れ
、
嵐
を
起
こ
す
神
は
遠
く
に
あ
っ
て
、
砂
漠
の
中
の
一
点
に
な
い
我
が
身
が
、
決
し
て
宇
宙
の
中
心
と
な

り
得
な
い
イ
ス
ラ
エ
ル
の
予
言
者
と
は
何
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
か
」

a〉O
砂
漠
の
中
で
生
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
神
と
し
て
の
創
造

主
は
、

ま
ず
人
聞
を
つ
く
り
、

つ
づ
い
て
人
間
に
利
用
さ
れ
る
た
め
に
家
畜
(
自
然
)
を
造
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
西
欧
の
牧
畜
民

た
ち
は
、
生
き
る
た
め
に
動
物
を
殺
し
て
食
べ
る
と
い
う
罪
悪
感
か
ら
の
が
れ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
思
考
体
系
の
中
に
は
、
神
l
人
間

ー
動
植
物
を
含
め
た
自
然
と
い
う
タ
テ
系
列
の
思
考
体
系
が
形
成
さ
れ
、
差
別
意
識
と
と
も
に
、
西
欧
の
自
然
観
を
大
き
く
決
定
づ
け
て



い
る

av
超
越
的
な
神
は
唯
一
絶
対
で
あ
り
、
自
然
は
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
運
行
は
神
の
摂
理
の
も
と
に
あ

り
、
神
の
意
志
に
よ
る
終
末
の
運
命
を
も
っ
(
号
。

こ
れ
に
対
し
て
、
森
の
中
に
誕
生
し
た
仏
教
的
世
界
で
は
、
神
は
自
然
の
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
創
造
者
で
も
な
く
、
人
間
と
と

も
に
自
然
の
中
に
あ
る
。
そ
の
神
は
唯
一
神
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
寛
容
的
で
あ
り
、
所
与
の
存
在
と
し
て
の
世
界
も
拒
漢
と
し
て
い

る
。
永
却
に
輪
廻
す
る
世
界
は
、
神
の
意
志
に
よ
る
終
末
の
運
命
を
持
た
な
い
品
〉
。
そ
こ
で
は
人
間
と
自
然
の
関
係
は
併
列
的
で
あ
り
、

自
然
は
時
と
し
て
は
神
の
宿
る
人
間
以
上
の
崇
高
な
存
在
で
さ
え
あ
っ
た
。
神
1

自
然
!
人
聞
の
聞
に
は
、
明
白
な
序
列
は
な
く
、
錯
綜

し
て
お
り
、
循
環
的
で
あ
る
。
自
然
と
人
聞
の
関
係
に
お
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
的
自
然
観
が
直
線
的
，
発
展
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
仏
教

的
自
然
観
は
併
列
的
・
円
環
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
円
環
的
な
神
を
含
め
た
自
然
と
人
聞
の
循
環
系
の
自
然
観
は
、

日
本
に
お
い
て
は
、

森の民としての日本人の空間認知

す
で
に
遠
く
縄
文
時
代
に
そ
の
原
形
が
形
成
さ
れ
て
い
た
(
第
二
章
参
照
)
。

農
耕
伝
播
以
降
に
も
受

そ
う
し
た
循
環
系
の
自
然
観
は
、

継
が
れ
、
里
山
の
森
を
核
と
し
た
循
環
の
地
域
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た

(
第
三
章
参
照
)
。

仏
教
が
日
本
へ
伝
来
す
る
以
前
に
、

日
本
列
島
で
は
円
環
的
な
仏
教
的
世
界
観
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
へ
の
伝
来
の
歴

史
が
、
苦
難
の
歴
史
で
あ
る
の
に
対
し
、
仏
教
が
大
き
な
抵
抗
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
日
本
の
国
民
宗
教
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
っ

た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
共
通
の
自
然
観
・
円
環
的
世
界
観
が
、
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

神
ー
人
間
l
自
然
を
タ
テ
系
列
に
と
ら
え
る
西
洋
的
自
然
観
の
下
で
は
、
人
聞
は
神
か
ら
自
然
に
鋭
い
メ
ス
を
加
え
、
こ
れ
を
分
析
す

る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
観
の
下
で
、
近
代
科
学
が
発
展
し
、
こ
れ
が
今
日
の
工
業
技
術
文
明
を
発
展
さ
せ
る
重
要
な
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
衆
知
の
事
で
あ
る
。
し
か
し
反
面
、
科
学
的
真
理
だ
け
が
、
世
界
に
つ
い
て
の
理
解
を
も
た
ら

T

す
と
い
う
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「
物
質
至
上
主
義
」
を
生
む
こ
と
に
な
り
、
分
析
的
思
考
に
基
づ
く
物
質
文
明
が
、
自
然
と
人
間
の
調
和
あ
る
営
み
を
お
び
や
か
し
始
め
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て
い
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
、

日
本
の
伝
統
的
な
森
の
文
化
を
断
絶
さ
せ
る
出
発
点
と
な
っ
た
山
村
の
崩
壊
や
(
第
四
章
参

照
〉
、
公
害
を
生
み
だ
し
た
自
然
の
破
壊
は
、
物
質
文
明
が
、

自
然
と
人
間
の
調
和
あ
る
営
み
を
破
壊
し
た
典
型
で
あ
る
。

こ
の
西
洋
的

自
然
観
の
下
で
は
、
自
然
を
保
護
す
る
と
い
う
発
想
は
生
れ
て
も
、
自
然
と
調
和
・
融
合
し
、
自
然
と
と
も
に
あ
り
、
自
然
を
生
か
し
己

を
も
生
か
す
と
い
う
綜
合
的
思
考
の
探
求
は
む
ず
か
し
い
。
そ
う
し
た
思
想
は
、
東
洋
的
自
然
観
の
中
に
長
く
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
。
池

見
酉
次
郎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
東
洋
人
は
自
己
を
知
る
の
み
か
、
自
己
が
ど
の
程
度
ま
で
に
自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い

る
(
思
」
。
そ
こ
に
は
、
西
洋
の
近
代
科
学
の
下
に
お
け
る
自
然
保
護
の
思
想
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
が
あ
る
と
、
私
は
思
う
。
自
然
を

保
護
す
る
対
象
、
言
い
変
え
れ
ば
、
人
間
の
力
に
よ
っ
て
、
維
持
・
管
理
す
る
と
み
る
の
で
は
な
く
、
自
然
を
生
か
す
と
と
も
に
己
を
も

生
か
す
。
自
然
と
人
間
の
聞
に
、
調
和
と
融
合
を
求
め
よ
う
と
す
る
東
洋
的
自
然
観
の
下
に
お
け
る
自
然
保
護
が
、
今
み
な
お
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
自
然
観
に
立
脚
し
た
歴
史
観
・
世
界
観
の
構
築
が
、

工
業
技
術
文
明
の
物
質
至
上
主
義
の
弊
害
を
脱
却

し
、
新
し
い
文
明
概
念
の
創
造
の
た
め
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

す
で
に
西
洋
の
自
然
観
が
、

キ
リ
ス
ト
教
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
書
い
た
が
、
そ
の
上
に
立
脚
し
た
歴
史
観
も
ま
た
、

キ
リ
ス

ト
教
的
で
あ
っ
た
。

へ
l
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
人
類
の
歴
史
は
、
自
由
意
識
の
発
展
・
自
我
の
確
立
の
過
程
で
あ
り
、
世
界
史
は
、
絶
対

精
神
の
弁
証
法
的
な
自
己
発
展
で
あ
っ
た

av
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
階
級
闘
争
が
歴
史
発
展
の
原
動
力
で
あ
っ
た
。
へ

I
ゲ
ル
に
お
け

る
東
洋
的
世
界
↓
ギ
リ
シ
ア
的
世
界
↓
ロ

l
マ
的
世
界
↓
ゲ
ル
マ
ン
的
世
界
へ
の
歴
史
の
発
展
コ

l
ス、

マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
ア
ジ
ア
的

共
同
体
↓
古
代
的
同
共
体
↓
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
共
同
体
へ
と
い
う
世
界
史
の
図
式
が
、

キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
影
響
さ
れ
た
直
線
的

発
展
史
観
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た

a)O
そ
し
て
、
こ
の
直
線
的
発
展
史
観
・
進
歩
史
観
の
上
に

立
脚
す
る
近
代
科
学
技
術
文
明
が
も
た
ら
し
た
物
質
的
富
が
、

「
人
類
は
ま
さ
に
歴
史
発
展
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
無
限
に
発
展



す
る
」
(
号
と
い
う
が
如
き
錯
覚
を
、

一
九

i
二
O
世
紀
の
人
々
に
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
は
、
科
学
的
な
も
の
は
正
義
で
あ
り
真
理
で

あ
っ
た
。
自
然
は
限
り
な
く
搾
取
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
搾
取
の
上
に
立
っ
て
、
人
類
の
文
明
も
終
末
の
世
界
に
向
っ
て
限
り
な
く

発
展
す
る
。
今
日
の
著
し
い
自
然
破
壊
の
根
源
に
は
、
こ
の
直
線
的
発
展
史
観
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

二
O
世
紀
後
半
に
入
り
、
こ
の
進
歩
史
観
に
立
脚
し
た
工
業
技
術
文
明
が
、
人
類
と
自
然
の
共
存
と
い
う
大
問
題
に
直
面
し
た
時
、
ゆ
き

づ
ま
っ
た
。
も
は
や
こ
の
進
歩
史
観
・
発
展
史
観
か
ら
は
、
未
来
の
自
然
と
人
類
の
調
和
的
共
存
へ
の
理
念
は
、
生
ま
れ
得
な
い
の
で
は

な
い
か
。
梅
原
猛
の
二
文
を
い
ま
一
度
引
用
し
よ
う
。

「
今
世
界
を
支
配
し
て
い
る
の
は
進
歩
史
観
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
直
線
な
進
歩
史

観
か
、
そ
れ
と
も
世
界
の
破
滅
と
新
し
い
神
の
国
の
到
来
を
説
く
終
末
史
観
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
人
類
の
破
滅
を
ど
ち
ら
の
歴
史
観
も

予
想
す
ら
で
き
な
い
。
:
人
中
略
)
:
そ
し
て
こ
の
楽
観
的
な
終
末
観
な
い
し
進
歩
史
観
が
彼
ら
の
愚
か
し
い
軍
備
拡
張
競
争
を
止
め
さ
せ

森の民としての日本人の空間認知

は
し
な
い
の
で
あ
る
」
へ
想
。
今
日
の
核
戦
争
へ
の
危
機
も
ま
さ
に
、
こ
う
し
た
終
末
観
を
も
っ
進
歩
史
観
の
延
長
線
上
に
あ
る
限
り
、
防

ぎ
ょ
う
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
自
然
の
破
壊
も
こ
の
進
歩
史
観
・
発
展
史
観
の
下
に
、
急
速
に
押
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
万
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、

日
本
人
が
森
の
文
化
の
伝
統
の
上
に
維
持
し
て
き
た
循
環
系
の
自
然
観
や
仏
教
の
因
果
応
報
の
教
え
、

M

w

n

-

n

}

ペノ

ナ
ー
チ
J
t
，H
H

の
思
想
は
非
科
学
的
・
迷
信
の
衣
を
着
せ
ら
れ
、
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
今
世
界
は
核
の
恐
怖
と
自
然
破
壊
の
な
か
で
、
破

滅
的
方
向
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。

私
は
、
こ
う
し
た
西
洋
的
自
然
観
に
立
脚
し
た
直
線
的
発
展
史
観
が
、
す
べ
て
の
悪
の
根
源
だ
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
も
う
と
う
な

ぃ
。
た
だ
、
二

O
世
紀
後
半
の
今
日
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
の
陰
影
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
西
洋
的
自
然
観
・
直
線
史
観
・

発
展
史
観
で
は
、
も
は
や
次
代
の
文
明
を
支
え
き
れ
な
い
状
況
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
、
縄
文
時
代
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以
来
の
森
の
民
と
し
て
の
日
本
人
の
心
奥
に
、
脈
々
と
受
継
が
れ
て
き
た
自
然
観
・
空
間
認
知
を
み
な
お
し
、
そ
の
自
然
観
に
立
脚
し
た
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歴
史
観
・
世
界
観
の
構
築
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

付

言己

環
境
認
識
・
空
間
認
知
と
い
う
用
語
を
は
じ
め
て
教
え
ら
れ
た
の
は
、
能
登
志
雄
先
生
か
ら
で
あ
っ
た
。
先
生
は
人
間
の
パ
l
セ
プ
シ
ョ

γ
の
客
観

化
の
重
要
性
を
一
九
七

0
年
代
の
初
め
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
想
。
そ
し
て
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
西
村
嘉
助
先
生
の
広
島
大
学

時
代
の
ご
研
究
か
ら
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
い
か
に
人
類
の
文
明
の
繁
栄
を
維
持
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
今
日
、
芸
備
地
方
史
研
究
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
研
究
成
果
は
、
三

O
年
後
の
今
日
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
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の
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。
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。
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